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2024年12月期中間期の業績予想と実績との差異および 

2024年12月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、2024年12月期の中間期（2024年1月1日～6月30日）決算において、本年2月9日に公表しました業

績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、お知らせいたします。また、これに伴い2024年12月期通

期業績予想を修正いたしましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

 

1．2024年12月期 中間期の業績予想値と実績値との差異が生じた理由 

（個別業績） 

経常利益・中間純利益は、コンピュータプラットフォーム事業におけるネットワークサービスの利益

面での寄与、および、データセンター関連の売上原価と販管費等の減少、また、投資有価証券売却益

等の営業外収益の増加により、前回予想を上回りました。 

 

（連結業績） 

営業利益は、前述のコンピュータプラットフォーム事業におけるネットワークサービスの利益面で

の寄与、および、データセンター関連の売上原価の減少、メディアソリューション事業における販管

費等の減少、経常利益・親会社株主に帰属する中間純利益は、前述に加えて投資事業組合運用益およ

び投資有価証券売却益等の営業外収益の増加により、前回予想を上回りました。 

 

(1) 2024年12月期 中間期(2024年1月1日～2024年6月30日） 個別業績予想値と実績値との差異 

 
売上高 経常利益 中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

4,750 

百万円 

300 

百万円 

260 

円 銭 

4.24 

実績値（B） 4,694 469 368 6.01 

増減額（B-A） △56 169 108  

増減率 △1.2% 56.3% 41.5%  

（ご参考）前期実績 

（2023年12月期中間期） 
4,945 △47 △50 △0.82 

  



(2) 2024年12月期 中間期 (2024年1月1日～2024年6月30日）連結業績予想値と実績値との差異   

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

6,650 

百万円 

210 

百万円 

270 

百万円 

180 

円 銭 

2.94 

実績値（B） 6,604 452 590 405 6.62 

増減額（B-A） △46 242 320 225  

増減率 △0.7% 115.2% 118.5% 125.0%  

（ご参考）前期実績 

（2023年12月期中間期） 
6,847 △89 △97 △87 △1.44 

 

2． 2024年12月期 通期 業績予想の修正 

(1) 2024年12月期 通期（2024年1月1日～2024年12月31日）個別業績予想数値の修正 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

9,350 

百万円 

370 

百万円 

300 

円 銭 

4.89 

今回修正予想（B） 9,500 500 360 5.87 

増減額（B-A） 150 130 60  

増減率 1.6％ 35.1% 20.0%  

（ご参考）前期実績 

（2023年12月期） 
9,495 △37 155 2.53 

 

(2) 2024年12月期 通期（2024年1月1日～2024年12月31日）連結業績予想数値の修正 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

13,100 

百万円 

260 

百万円 

300 

百万円 

110 

円 銭 

1.79 

今回修正予想（B） 13,250 500 610 310 5.06 

増減額（B-A） 150 240 310 200  

増減率 1.1% 92.3% 103.3% 181.8%  

（ご参考）前期実績 

（2023年12月期） 
13,243 △84 △152 99 1.63 

 

3. 2024年12月期通期業績予想修正の理由 

前述の1.に記載のとおり、当中間期における利益面での増加に加え、コンピュータプラットフォーム

事業の売り上げ増加により、全体としての通期業績予想を見直したものです。 

 

 

以 上 


